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第２学期がスタート 
  

３３日間の夏休みを終え、２学期がスタートしました。子どもたちが元気に登校でき、順調に２

学期がスタートできたのは、保護者の皆様の御理解と御協力のおかげと感謝しております。ありが

とうございました。 

 ２学期は、様々な行事が予定されております。新型コロナウイルス感染症予防を第一に考え、子

どもたち、保護者の皆様の安全・安心を熟慮しながら進めて参りたいと思います。引き続き本校の

教育活動への御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

 

令和３年度「ふくしまを十七字で奏でよう絆ふれあい支援事業」 

  

夏休みの課題の一つであった、俳句の課題に積極的に取り組んでいただき、ありがとうございま

した。全ての俳句を読ませていただきました。作者の奥深い思いが伝わり、何とも言い難い気持ち

になりました。保護者の皆様にも是非とも共有していただきたいと思い、全ての作品を掲載させて

いただきました。御家族で味わっていただければ幸いです。 

 

２年生 

  孫    木村 璃愛  夏休み じいじとせみとり たのしいな 

  祖父  齋藤 宅郎  あと何年 一緒に行って くれるかな 

 

  子  佐柄 陽仁  うみと町 つないでくれる 長いはし 

  母  佐柄 啓栄  近くなった 夏の想い出 烏崎 

 

  子  紺野 奏夢  お母さん 今日は何する おうち時間 

  母  紺野 歩美  おうち時間 会話が増える 嬉しいよ 

 

３年生 

  子  吉井  快  夏休み 虫と魚と 野球のボール 

  母  吉井由利子  食べ物と 用具そろえて 夏休み 

 

  子  龍井 祐馬  つかれてる ぼくがかたたたき してあげる 

  母    龍井 明子  いつもより 子の肩たたき ちから増す 

 

４年生 

  子  佐藤 結希  会いたいよ どうにかしてよ お母さん 

  母  佐藤  智  会えたよね 配信ライブ ペンライト 

 

 



５年生 

  子  吉井  祥  マスクして てあらいうがい きをつける 

  父  吉井  潤  ディスタンス 家族と地域 守るため  

 

 

  子  木村 麗乃  オムライス 母のように 作りたい 

  母  木村奈津子  うれしいな 一緒に立とうね 台所 

 

 子  阿部 心音  夏空に とびかうとんぼ とりたいな 

  母  阿部 玲子  娘見て 幼い自分 思い出す 

 

  子  白土 孝汰  ふるさとの コロナしゅうそく ねがってる 

  父  白土 一也  ふるさとと 家族を守る ステイホーム 

 

  子  佐藤 龍侍  夏休み どこでも行けるよ 本の旅 

  母  佐藤千恵美  家読書 マスクも距離も 必要なし 

 

  子  平林 蒼来  くだものが たくさん実る 福島市 

  母  平林 七重  福島に 生まれて育つ 身と心 

 

  妹  渡邊 雪乃  コロナかで 姉にあえない さみしいな 

  姉  渡邊ひかり  妹に 会いたいけれど 帰れない 

 

６年生 

  子  渡辺 晴子  肩もんで 母の背中に あっかんべー 

  母  渡辺 典子  肩もみが もみじの手から グローブに 

 

  子  渡邉 裕蓮  手をつなぎ コロナに負けるな こぶしっ子 

  母  渡邉 美枝  楽しもう 何ができるのか ひきこもり 

 

  子  木村  天  動物や 自然がたくさん 飯坂町 

  父  木村 隆宏  おいしさに 笑顔あふれる 名産品 

 

  子  布施まどか  わたしでも 何か手助け できるかな 

  母  布施 章子  名医より 子供の言葉が 良い薬 

 
新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のために生活が制限される中にあっても、各御家庭

で、工夫しながら家族の絆を深めようとされていることや、精神的に誰もが追いつめられている

現実等について、改めて確認することができました。 

今後も様々な判断が求められると思いますが、子どもたちや保護者の皆様の心情を置き去りに

することだけはないように、自分を戒めていきたいと思います。 

 


